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ワ モ ン ゴ キ ブ リ Peri
、planeta 　 cunericana 　L ．の 湿

度受容

横張文男 ・立 田 栄 光 （九州大 学理 学部生物学教室）

Hygroreception　of　the　Cockroach，　Periplaneta

americana 　 L．

FuMlo 　YoKoHARI
，
　 HIDExl 　TATEDA

　昆虫の 湿度受容 に 関す る 行動学的 な研究は数多く

行わ れ て い る が，電気 生 理 学的 な 研 究 は ま だ 少 な

い 。 ミ ツ バ チ 〈Lacher 　 1964），
ゴ キ ブ リ （Wiston ＆

Green　1967）， ガ の 幼 虫 （Dethier ＆ Schoonhoven

1968）， 蚊 （Kellogg 　I970），バ
ッ タ （Waldow 　1970）

な どの 数例に つ い て 研究 され て い るに す ぎな い 。

　 我 々 は ワ モ ン ゴ キ ブ リ PeriPlaneta 　 americatur

L ．を 用い て ，電気生 理学的な 方法 で 昆虫の 湿度受容

に つ い て の 解析 を 試 み た。

　そ の 結果，す で に バ
ッ タ の 場合 に 知 られ て い る こ

とで あ る が ，
ゴ キ ブ リ に お い て も 湿度受容器 に は

“
湿気 の 受容器．，と

“

乾燥 の 受容器 ，と の 二 種類が

あ る こ とが明らか に な っ た 。 ま た ， 両受容器 と も触

角 上 の 感覚毛 Sensillium　basiconicum：中に あ り，

両受容器か らの ス パ イ ク が 同時に 誘導され る場合 が

多く，更 に，温度受容器 か らの ス パ イ ク も同 時に 誘

導 され る場合も少 な くなか っ た 。

　 刺激時 の ス パ イ ク頻度の時間経過 は ， 両湿度受容

器と も典型 的 な Phasic−tonic 型 を 示 し た。湿気 の

受容器 で は ， 単位時間あ た りの 刺激流量を
一

定 の範

囲内で 変 え て も，相対湿度一応答曲線 に 変化が み ら

れ な い こ と，両湿度受容器 の 相対湿度一応答曲線は

互 い に おおよ そ 鏡豫 の 関係に あ る こ と が 示 され た 。

　 湿度受 容器 の 応 答 の 閾値 を 水分 子 数 で 表現 した 場

合 ， 通常 の 匂 い の 受容器 の 場合と較 べ て ，閾値が極

端に高い こ と （約 10‘〜loi°

倍） と 共 に ，上 述 した

応答 に み られ る 二 つ の 特徴 は ，湿度受容の機構を 考

え る上 で 注 目 す べ き点 で あ る と 思 わ れ る。

網膜 に おける ロ ドプ シ ン の 光退色中間体

河村　悟 ・徳氷史生 ・吉沢　透 （京都大学理学部生

物物 理学教室）

Photo−bleaching　 intermedlates　 of 　 rhodopsin 　in

bullfrog　retina

SAToRu 　KAWAMURA
，
　 FuMlo 　ToKuNAGA

，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T6Ru 　YOSHrZAWA

　視細胞外節中で ， ロ ドプ シ ン は 外節長軸に ほ ぼ 垂

直な 面内ic発色団 が存在す る よ うに 配向 して い る 。

そ れ 故 ， 自然光 で 長軸方向 か ら吸光度 を 測 定 す る

と，一
分子 当 りの 値 は 分 子 が で た らめ に 向い て い る

溶液よ り大 き い
。 と こ ろが ， 光退色過程 で 発色団 の

醍向 に 変化が生 じ，発色団 が 長軸に 平行 ic醗向す る

と 吸光度 は 小 さ くな る
。

こ の こ とを利用し，光退色

に 伴 う外節内で の 発色団 の 配 向変化を検討 した。具

体的 に は ，ウ シ ガ エ ル の 網膜と ジ ギ ト ＝ ン 抽出液 と

に つ い て ， ロ ド ブ シ ソ や 中間体の 変化に伴う差吸収

ス ペ ク トル を 求 め，そ れ ら の 差 ス ペ ク トル を 比較す

る こ と に よ り， 配向変化 を 調 べ た。まず網膜 で の 中

間体 の ス ペ ク トル を 検討 した と こ ろ ， 生成す る 中間

体 の 分子種 は ジ ギ ト＝ン 抽出液中の もの と 同 じで あ

っ た。た だ ，中間体 の 安定温度は．溶液中よ り網膜

中の 方 が 低い とい う結果が得 られた 。こ れは網膜中

で ，ロ ド プ シ ン の 蛋白搆造変化がよ り容易 に 生 じ る

こ と を示 して い る。綱膜 で 生 成 した 各中間体相 互 の

差吸収 ス ペ ク トル を 求 め ，溶液の もの と比 べ る と，

ロ ドプ シ ン か らバ ソ ロ ド プ シ ン へ の 変化 に 伴 っ て ，

溶液 と 網膜 とで わ ず か の 差異 が み られ ，バ ソ ロ ドブ

シ ソ の 方 が ロ ドプ シ ン よ り外節長軸に ，よ り垂直に

向 く こ と が わ か った 。
こ れ は， 11一シ ス レ チ ナ

ール

か らオ ール トラ ン ス レ チ ナ ール へ の 異性化 に よ る も

の で あ る と考 え られ る。パ ソ ロ ドプ シ ン か らル ミ ロ

ドプ シ ソ へ の変化に 伴 っ て ， 発色団は外節 の 長軸 に

や や 平行に 配向す る。ル ミ ロ ドブ シ ン か らメ タ ロ ド

ブ シ ソ i へ の 変化で は 発 色 団 の 配 向 の 変化 は み られ

な か っ た 。 以上 の こ と か ら， 外節 中で配向 して い る

ロ ド プ シ ン の 発色団 は ，
ロ ド プ シ ン か らル ミ ロ ドブ

シ ン へ の 変化 の 段階で 配 向の 変化を 生 じて い る もの

と言え る e こ の ような 発色団の 配向 の 変化 は ， 早期

受容電位 の 発生 と関 連 し て い る可 能性 が あ る 。
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